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研究成果概要 

 冷却装置 CLIK のレーザー入射窓の拡張と伝導冷却路の改造を行なった。 

KAGRA 鏡と同寸法(直径 220mm, 厚さ 150mm)のサファイア試料に対して、ほぼ円柱

の中心軸に沿ったレーザービームを入射し、吸収による試料の温度上昇を測定する。既存

の冷却装置のレーザー入射窓の直径が 30mmしかないため、試料に対するレーザービー

ムをスキャンする範囲が窓の寸法で制限され、試料の吸収分布を測定するためには不十

分であった。そのため、窓の有効径を 99mmまで拡張した。 

  図 1. CLIK の真空レーザー窓、直径 32mm 

窓は真空容器、外シールド(温度約 50K)、内シールド(温度約 10K)に取り付けられ、いず

れも波長 1064nm に対しての反射防止コートを施してある。窓の面積が広がったため

300K からの輻射入熱は、外シールドへの負荷として約 4W近くに増大する。冷却は小型

冷凍機からの伝導冷却のため、冷却路の点検と改修も合わせて行った。伝導冷却路は 5N

純度のアルミニウム材を主体に構成され、複数箇所の継手構造がある。これらのうち、最

も熱抵抗の大きいと思われる箇所を分解し、接触面のインジウムシートを交換して、再組

み立てを行った。また、多層断熱材の補強も同時に行った。継手の有効接触面積が増大

し、断熱材の隙間を無くしたので、熱負荷の増加は冷却性能に影響しないと考えられる。 
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